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内の科学情報のマネジメントに関する公共政策の欠如、
インフラや専門的な人材の不足がグッドプラクティス
の広がりを阻害しているとしている。また、機関リポ
ジトリの多くは、収録している文献数が 1,000 件以下の
比較的小規模なものばかりであり、メタデータや相互
運用のためのプロトコルの標準化も不十分であった（14）。
　このような背景のもとで開始された La Referencia
の活動は、体制によって 2 つの時期に分けられる。第
1 期は IDB の支援のもとでパイロットプロジェクト
として実施されていた 2010 年から 2013 年までで、ラ
テンアメリカ各国の研究教育機関によるネットワーク
RedCRALA を母体としつつ、活動を 4 つのコンポー
ネント（I：連携ネットワークにおける共通戦略、II：
共通政策と合意の枠組みの確立、III：パイロットシス
テムの開発と実装、IV：人材育成戦略のデザイン）に
分割（15）、必要に応じて外部のコンサルタントを交えて
プロジェクトが進められた。第 1 期の成果としては、
パイロットの実施ならびにそのための諸条件、つまり
La Referencia の創設に関する技術的な枠組みの確立
と、政治的な合意の 2 つがあげられる。前者について
は、複数回の会合を通じて 2012 年にはメタデータ規
格としてDRIVER 2.0（16）を採用すること及び、パイロッ
トのために実装すべき必須メタデータ 5 項目をはじめ
とした記述ルール、ハーベストの方法・収集対象・実
装期限などが定められた（17）。政治的な合意としては、
2012 年 12 月にブエノスアイレス宣言（18）がなされ、組
織 La Referencia が誕生した。これを踏まえ、2013 年
にはメタデータのハーベストを開始、2013 年 10 月
には約 32 万件の資料の検索が可能（19）なパイロット版
ポータルサイトがリリースされている。また、これに
先立つ 2013 年 6 月にはすでに欧州の電子インフラ推
進プロジェクト “CHAIN-REDS”（20）との提携も発表（21）

されており、前述した国際的な可視性について強く意
識されていたことがわかる。
　第 2 期は、各国の機関リポジトリに関する政策に従
い、持続可能な地域サービスとして事業を強化するこ
とを主目的として 2013 年末から開始された。この時
期は IDB ではなく、参加国の分担金と人的資源によっ
て事業が進められている（22）。主なトピックとしてオー
プンアクセスリポジトリに関する欧州の地域ネット
ワークである OpenAIRE（23）やオープンアクセスリポ
ジトリ連合（COAR）を通じた国際的な協力関係づく
りとメタデータガイドラインの改訂などがあるが、こ
れらは次項で紹介する。

現在の La Referencia と地域間連携
　La Referencia には、2017 年 11 月現在 9 か国が参加
しているが、2016 年にコスタリカがメンバーに加わっ
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ラテンアメリカのオープンアクセス
　一般的に、オープンアクセス（OA）の推進には 2
つの手段があるといわれている。ひとつは OA 誌の推
進（ゴールド OA）、もうひとつはセルフアーカイブ（グ
リーン OA）である。
　ラテンアメリカについていえば、学術情報の OA が
世界に広まり始めた 1990 年代、汎米保健機構の仮想
保健図書館（1）、 CLACSO（2）、 SciELO（3）（CA1566 参照）
や RedALyC（4）などのプラットフォーム上でゴール
ド OA は広がりを見せていた。DOAJ（Directory of 
Open Access Journals）（5）の登録情報からも、域内の
各国が比較的早い時期から OA に取り組んでいること
がわかり、ブラジル、メキシコ（6）を中心に 2000 年代
後半にはかなり浸透していた（7）。
　 一 方、 グ リ ー ン OA に つ い て は と い う と、OA
ジャーナルのディレクトリである OpenDOAR（8）およ
びオープンリポジトリのダイレクトリである ROAR

（Registry of Open Access Repositories）（9）収録の機
関リポジトリ数を見る限り、一部の国以外については
十分とは言えない状況であった（10）が、ちょうどこの頃、
世界的な OA 運動の高まりとともにラテンアメリカで
も機関リポジトリの設置が進んでおり、2009 年から
2010 年にかけて新規設置数は最大となっていた（11）。
　La Referencia の事業が開始されたのはこの時期で、
ラテンアメリカの高等教育機関や自然科学分野の研究
機関において生み出された成果を可視化し共有するこ
とを目指す、機関リポジトリによる地域ネットワーク
として誕生した。2017 年 11 月現在、そのポータルサ
イトではラテンアメリカで刊行された論文等 143 万件（12）

へのアクセスを一元的に提供し、世界でも有数の規模
となっている。本稿では、La Referencia の活動をも
とに、近年のラテンアメリカにおける OA 運動につい
て紹介する。

La Referencia の沿革
　La Referencia は 2009 年、米州開発銀行（IDB）の
地域公共財推進イニシアチブが資金を拠出するプロ
ジェクトとして開始された。その背景として、IDB へ
のプロジェクトの申請資料（13）は域内外でのラテンアメ
リカの科学情報の可視性の低さを指摘し、あわせて域
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た（24）ように、参加国は今後も変更されうるものである。
参加国の科学技術・高等教育を所管する官庁が担当機
関となり、各国のまとめ役である「ノード」となるシ
ステムを運営している。

表　La Referencia 参加国別データの概要
（2017 年 10 月 4 日時点）

国名 所管機関 
（ノード） IR 数 データ

件数 備考

アルゼンチン MINCYT 
（SNRD） 21 57,915 2013 年に

法制化 

ブラジル IBICT
（oasisbr） 22 1,045,286

チリ CONICYT
（SIC） 2 19,797

コロンビア Colciencias 
（SNAAC） 26 43,046

コスタリカ CONARE, 
Micitt（Kímuk） 4 30,601

エクアドル SENESCYT 
（RRAAE） 24 28,000

エルサルバドル
MINED, 
CBUES

（REDICCES）
12 988

メキシコ CONACYT
（REMERI） 22 80,063 2014 年に

法制化 

ペルー CONCYTEC
（RENARE） 72 36,431 2013 年に

法制化 
出典：La Referencia のウェブサイトより

　La Referencia のメタデータ収集は、各ノードが
各国内の機関リポジトリの持つメタデータを収集
し、ノードとなるシステムに集約、それをさらに La 
Referencia の中央ノードが収集するという流れとなっ
ている。各国のノードでは 2016 年現在、8 か国が La 
Referencia の開発したプラットフォーム（25）を、メキシ
コが独自構築のシステムを利用している（26）。メタデー
タの収集は全て、OAI-PMH で行われている。
　各機関から収集されたメタデータは各国ノード、中
央ノードの両方でバリデートされ、必要に応じてメ
タデータの変換が行われる。各国と中央ノード双方か
ら取得したデータを OpenAIRE のバリデータにかけ
有効なデータの割合を比較した調査では、おもに各国
ノードにおける変換処理によってメタデータの品質が
保たれていること、例えば特に違いが著しい 3 つの項
目においては 90% 以上のデータに対して変換処理が行
われていることなどがわかっている（27）。品質確保のた
めのデータ変換は事業開始当初から実施しているもの
であるが、現在は各機関リポジトリ単位でのメタデー
タの品質向上と各国ノードにおけるデータの変換処理
の低減が課題として認識されている（28）。
　メタデータの標準化を進めるにあたっては、他地域

との連携が大きな力となっている。La Referencia は
RedCLARA を通じて OpenAIRE 2020、具体的には
ワークパッケージ 3 の “International Alignment” に協
力しており（29）、このプログラムの中で欧州とラテンア
メリカの地域間の相互運用性を確保するための活動を
進めている。先述した、2012 年に合意されたメタデー
タ項目は DRIVER に準拠した 10 項目程度であったが、
2015 年 5 月には OpenAIRE の協力のもとメタデータ
のガイドラインを改訂し、DRIVER の全項目実装を
推奨した（30）。さらに、2015 年 11 月にはブラジル・リ
オデジャネイロでワークショップを開催し（31）、この際
に OpenAIRE とガイドラインの共通化について合意、
2016 年 12 月からは OpenAIRE のポータルサイトにて
La Referencia のメタデータが検索可能となっている。
また、La Referencia のメンバーは COAR の統制語彙
を策定する vocabulary group に参加しており、スペ
イン語のウェビナーの開催（32）などにも携わるなどして
いる。

今後の動き
　今後の La Referencia の動きについては、2015 年か
ら 2018 年までを目途としたロードマップ（33）が公開さ
れている。ガイドライン、技術、そして政策の 3 つの
分野について実施すべき内容、例えば著者 ID やプロ
ジェクトID、データリポジトリについての記載のほか、
資金提供者とその助成を受けた研究の成果との同定に
ついて欧州におけるネットワークと協力し実現可能性
を探ることなどの記載があるが、全体としては欧州と
の協力のもとでメタデータの標準化や新しい課題へ対
応していくという内容となっている。
　先日、COAR のブログにラテンアメリカの OA 誌に
関する記事（34）が公開され反響を呼んだが、他地域との
関係を重視しつつ地域内、地域間の 2 つのレベルで取
り組みを進めその可視性を高める La Referencia の活
動も同じく “A paragon for the rest of the world”（そ
のほかの地域のモデル）であるといえるだろう。今後、
La Referencia の活動がどのような展開を見せるのか、
引き続き注視していきたい。
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